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清水建設� 

10 東洋建設� 

[ii二井住友建設� 

12 大日本土木

市 フジタ� 7，398 ( 3.6) 9.21 、� 

主戦場のアジアで大型工

復興や東京五輪の先を見据えれば¥国内の公共事業に安住してはL、られなし、。引き

続き、海外に活路を求める動きは活発だ。各社カf主戦場と定めるのが、インフラ投資

意欲が旺盛なアジアの国・地域。得意地域に注力して受注を伸ばす企業が目立つ。

海外土木の存在!惑が増している。� 都市高速鉄道� OVIRT) iトムソンラ

20日年度に約� 624億円を稼ぎ、 売 イン」の駅舎や地下鉄トンネル工事� 

上高でl位を飾った五洋建設の場 3工区を、同国陸上交通庁から立て

合、 土木の売上高に占める守海外の比 続けに受注した。 受注額は合計約� 

率は� 32.6%だ。同社は、シンガポー 857億円に上った。トムソンライン

ルで圧倒的な強さを誇る。� 50年前 については、 清水建設や大成建設、

から大規模埋め立て工事などで政府 佐藤工業、西松建設も 150億 ~ 300 

と信頼関係を築いてきた成果だ。� 億円規模の工事を受注している。

13年末から� 14年7月にかけては、 ランキングの2位に食い込んだ西

海外土木

犀盟上位20社中閣が増眠、大型工事の受注相次ぐ� 

14 安藤ハザマ� 6，694( 6.7) 6.1 

東急建設
 、5，762 ( 34.4) 

クボタ工建
 、3，861 ( 25.4) 30.5 

鴻j也組
 砂3，442( .28.8) 5.6 ー4

徳倉建設� 2，� .907( .191)

川
22.0 

丸ポ骨鷹建吐仁一十�  2.印6似0 1
岩田地崎建設� 2.311 ( 56.4) 9.0 → 

カyコ内IH昔前期増� iJt率。『売上高比率」は土木の売上高に対する割合

が続々

松建設も、 売上高比率は� 32.3%に達

した。同社は 「利益を考えるとまだ

道半ば」とするが、進出先の国 -地

域を香港、シンガポール、マレーシ

アに絞る戦略で成果を上げる。� 13

年度の売り上げに寄与したのが、香

港の鉄道事業者である香港鉄路から

約310億円で受注した地下鉄西港線

の延伸工事。駅舎と本線トンネルを

構築する。工期は� 15年11月までだ。� 

ODA(政府開発援助)供与額が大

きいベトナムに注力してきた三井住

友建設の戦略も奏功している。� 09

年から首都ノ¥ノイ市内で取り組んで

きたニャ ッタン橋(日越友好橋)の

建設が13年に完了。大型工事が一

巡したこともあって� 13年度の売上

高は前期比� 27.2%減となった。しか

し、� 14年度以降の見通しは明るい。� 

14年に入ってから、ベトナムでは

二つの士事が着工した。そのうちの

一つが、地元企業との� ]Vで受注し

たラ ックフェン国際港へのアクセス

道路(総延長約� 15.6km)だ。ベトナ

ム最長となる延長� 5.4kmの海上橋梁

を含むピ ングプロジェクト。同社の

請負金額だけで� 240億円もある。

「受注のタイミンクボが合い、ニヤ ツ

タン橋で鍛えたメンバーを移行でき

た立引列。 土木の売りよげの� 2割程度� 
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